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九大の学祖の一人、武谷椋亭（名は祐之、
1820～1894）の医師としての活動や彼が福岡
藩の中でどのような医事に関わっていたのか
については、これまで史料が少なくよくわ
かっていませんでした。武谷家と九州大学附
属図書館との寄託契約により、現在中央図書
館で保管している武谷文庫は、父・元立（号
は幽蕙、1785～1852）から義子・水城（名は
豊、1852～1939）にわたる武谷家三代の記録
や蒐集史料から構成されています。興味深い
ことに、この史料群から椋亭の事績やネット
ワーク、幕末福岡藩の医事にかかわる様々な
問題が見えてきます。
今回の講演では、武谷文庫に遺された史料を
もとに、武谷椋亭が幕末福岡藩の医事にどの
ようにかかわり、いかなるネットワークを持
ち、近代化の過程でどういった役割を担った
のかを紹介します。

武谷椋亭肖像 武谷道彦氏所蔵（九州大学大学文書館提供）
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